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11月27日総持寺太祖堂前にて

4月3日 大般若 転読

六
分
の
七
の
功
徳

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、「
人
は
亡
き
父
母
祖
先
の
た
め
に
霊

膳
を
あ
げ
茶
湯
を
献
ず
る
が
少
し
も
減
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
で
も
供
養
は
届
く
の
で
す
か
」

と
い
う
後
醍
醐
天
皇
の
御
下
問
に
対
し
、
瑩
山

禅
師
は
こ
う
答
え
て
い
ま
す
。

梅
の
花
は
垣
根
を
隔
て
て
も
匂
っ
て
来
ま

す
が
、
花
に
は
何
の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
私
ど
も
の
鼻
に
も
な
ん
ら
の
跡
形
も
残
り

ま
せ
ん
。
心
が
通
う
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
に
こ

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
供
養
は
目
に
見
え
る
変

化
の
あ
ら
わ
れ
を
期
待
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
は
雨
露
が
自
然
に
草
木
を
潤
し
育
て
る

よ
う
に
無
心
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り

ま
す
。

私
ど
も
は
手
紙
を
読
ん
で
相
手
の
用
向
き

を
知
り
ま
す
が
、
文
字
や
紙
は
少
し
も
損
耗
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ま
ご
こ
ろ
が
あ

れ
ば
念
ず
る
精
霊
に
供
養
は
届
く
の
で
あ
り

ま
す
。

父
母
祖
先
の
霊
に
供
養
し
て
も
目
に
見
え

て
即
物
的
に
反
応
が
は
ね
返
っ
て
く
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
供
養
に
無
関
心
な

人
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
地
蔵
菩

薩
本
願
経
」
に
亡
く
な
っ
た
人
を
供
養
す
る
と
、

七
分
の
一
が
念
ず
る
精
霊
に
届
き
、「
六
分
の

功
徳
は
生
者
自
ら
利
せ
ん
、
是
を
以
っ
て
そ
の

故
に
未
来
、
現
在
の
善
男
女
等
聞
け
、
健
や
か

な
る
と
き
、
自
ら
修
せ
ば
分
々
に
己
に
獲
ん
」

と
あ
り
ま
す
。

雨
露
が
自
然
に
草
木
を
潤
し
育
て
る
よ
う

に
、
無
心
に
供
養
せ
ば
、
草
木
の
成
長
と
同
じ

よ
う
に
や
が
て
大
き
な
果
報
が
与
え
ら
れ
る

の
で
す
。

供
養
は
し
て
あ
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
せ

て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
徳
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

雲
林
寺
住
職

轟

紀
久

総
持
寺
移
転
百
年

慶
讃
報
恩
参
拝
と
房
総
半
島
の
旅

落
合
雅
子

護
持
会
旅
行
に
は
和
讃
会
に
お
世
話
に
な
り
は
じ
め
て

か
ら
何
度
か
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

昨
年
三
月
に
震
災
で
和
讃
の
全
国
大
会
が
中
止
と
な
り

仲
間
の
参
加
が
い
つ
も
よ
り
多
い
の
で
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
の
一
泊
二
日
の
旅
、
早
朝

よ
り
バ
ス
で
房
総
へ
と
走
り
金
谷
で
昼
食
後
、
最
初
に
那

古
寺(

板
東
札
所
巡
礼
結
願
寺)

へ
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
切

り
立
っ
た
岩
の
下
に
観
音
菩
薩
像
が
建
て
ら
れ
幾
段
か
石

段
を
登
り
、
参
拝
し
て
上
を
見
た
ら
岩
の
間
に
素
晴
ら
し

い
木
が
あ
り
自
然
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
庭
に
は
大

蘇
鉄
の
古
株
が
あ
っ
て
印
象
的
で
し
た
。

次
に
太
海
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
寄
り
温
室
に
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
や
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
と
南
国
の
花
が
咲
き
、
心
和

む
事
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。
洞
窟
を
潜
り
海
に
出
て
眺

め
て
帰
っ
て
き
た
ら
皆
、
バ
ス
に
乗
っ
て
い
て
気
ま
ず
い

思
い
で
し
た
。

最
後
に
清
澄
寺
、
目
に
付
い
た
の
が
清
澄
の
大
杉
（
千
年

杉
）
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
て
幹
の
太
さ
に
少
々
見
と
れ

て
い
ま
し
た
。
参
拝
を
し
て
か
ら
左
下
に
杉
の
大
木
を
見

な
が
ら
日
蓮
聖
人
の
銅
像
ま
で
行
く
途
中
石
段
を
登
り
、

登
っ
て
み
る
と
遠
く
、
や
っ
と
の
思
い
で
辿
り
着
き
、
眺
め

の
良
さ
に
感
動
し
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

旅
の
一
日
が
終
わ
り
宿
に
着
く
と
仲
間
と
海
を
眺
め
な

が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
、
時
間
が
来
た
の
で
宴
会
場
へ
向
か

い
、
美
味
し
い
食
事
に
カ
ラ
オ
ケ
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、
最
後
に
星
空
を
眺
め
な
が
ら
温
泉
に
入
り
ま
し
た
。
明

日
は
今
回
の
旅
の
目
的
で
あ
る
総
持
寺
参
拝
が
待
っ
て
い

ま
す
。

総
持
寺
を
訪
れ
る
の
は
二
度
目
で
あ
り
、
前
回
は
宿
泊

し
、
今
回
は
参
拝
で
し
た
が
何
回
来
て
も
修
行
僧
を
見
る

と
心
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
説
明
を
聞
き
な
が
ら
百

間
廊
下
を
通
り
本
堂
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

祈
祷
を
し
て
頂
き
参
拝
を
し
た
後
に
外
に
出
て
集
合
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。
バ
ス
へ
戻
る
と
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内

で
石
原
裕
次
郎
さ
ん
の
墓
へ
寄
っ
て
来
た
方
も
居
た
そ
う

で
す
。

今
回
の
旅
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
バ
ス
の
中
で
は
岩
島
の

護
持
会
の
方
々
と
も
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
今
思
い
出
し
て
も
楽
し
く
有
意
義
な
旅
で
し
た
。
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十
月
三
日
は
毎
年
恒
例
の

忠
霊
塔
慰
霊
供
養
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
忠
霊
塔
は
終
戦

の
昭
和
十
九
年
八
月
、
境
内
に

建
立
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
戦
没
者
の
霊
を
顕
彰
し
て

い
ま
す
。

十
二
月
六
日
、
中
央
小
学

校
四
年
生
が
社
会
科
見
学
で

当
山
を
訪
れ
、
歴
史
の
勉
強

を
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
三
十
一
日
、
毎
年

恒
例
の
除
夜
の
鐘
を
沢
山
の

方
に
撞
い
て
頂
き
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
後
半
の
出
来
事

昨
年
八
月
十
四
日
、
十
一

時
よ
り
雲
林
寺
本
堂
に
て
大

施
食
会
が
と
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
様

に
お
集
ま
り
頂
き
、
祖
先
、

父
母
、
親
類
、
縁
者
の
精
霊

へ
御
供
養
し
て
頂
き
ま
し
た
。

九
月
二
十
二
日
、
応
桑
小

学
校
四
年
生
の
皆
さ
ん
が
社

会
科
見
学
で
当
山
を
訪
れ
見

学
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
十
日
体
育
の
日
、
第

三
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
費
の
半
分
を
大

震
災
の
寄
付
金
に
充
て
、
曹

洞
宗
宗
務
庁
に
寄
付
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
～
二
十
七

日
よ
り
六
教
区
の
護
持
会
旅

行
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
内

容
は
一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）

12月6日中央小学校4年生

9月22日応桑小学校4年生

一
月
二
日

大
般
若
祈
祷
会

年
始
受
け

一
月
四
日
～
七
日

年
頭
の
挨
拶

一
月
十
八
日

初
観
音
様

梅
花
流
新
年
会

二
月
三
日

節
分
会

二
月
十
五
日

釈
尊
涅
槃
会

二
月
十
六

日
～
十
七
日

梅
花
流
一
泊
研
修

二
月
下
旬

教
区
護
持
会
新
年
会

二
月
二
十
九
日

梅
花
流
上
級
者
検
定

三
月
七
日

梅
花
流
宗
務
所
検
定

三
月
十
八
日
～
二
十
四
日

春
彼
岸

四
月
三
日

大
般
若
会

四
月
八
日

釈
尊
降
誕
会
（
花
祭
り
）

五
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日

梅
花
流
全
国
大
会

八
月
十
四
日

大
施
食
会

九
月
二
十
日
～
二
十
六
日

秋
彼
岸

十
月
上
旬

梅
花
流
群
馬
県
大
会

十
月
八
日
（
体
育
の
日
）

第
四
回
雲
林
寺
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

十
二
月
八
日

釈
尊
成
道
会

十
二
月
三
十
一
日

除
夜
の
鐘

10月1日忠霊塔慰霊供養祭

８月14日大施食会法要

昨
年
十
一
月
、
旧
雲
林
寺
橋
場
墓
地
の
工
事
中

に
数
多
く
の
無
縁
仏
と
み
ら
れ
る
御
遺
骨
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
新
墓
地
国
道
沿
い
に
、

御
遺
骨
を
納
め
る
納
骨
供
養
塔
を
建
立
致
し
ま
し

た
。橋

場
墓
地
の
お
地
蔵
様
、
水
汲
み
場
の
隣
に
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
お
墓
参
り
の
際
は
ど
う
ぞ
お
参

り
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平成２４年（2012年）厄年早見表

女19歳の厄 １７歳（1995生） １８歳（1994生） １９歳（1993生）

男25歳の厄 ２３歳（1989生） ２４歳（1988生） ２５歳（1987生）

女33歳の大厄 ３１歳（1981生） ３２歳（1980生） ３３歳（1979生）

女37歳の小厄 ３６歳（1976生）

男42歳の大厄 ４０歳（1972生） ４１歳（1971生） ４２歳（1970生）

男女61歳の厄 ５９歳（1953生） ６０歳（1952生） ６１歳（1951生）
※厄年は「数え年」で見ます。節分まで（1月1日から2月3日）迄の生まれは前年に入ります。

昨年11月29日納骨供養されました。

二
月
三
日
夜
七
時
よ
り
本
堂
に
て
祈
祷
が
始
ま

り
ま
す
。
厄
年
の
方
は
是
非
厄
払
い
の
祈
祷
を
お
申

込
み
下
さ
い
。
祈
祷
料
弐
千
円
、
祈
祷
料
記
念
品
付

参
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

ど
れ
が
正
し
い
で
し
ょ
う
か
？

（
答
え
は
４
ペ
ー
ジ
に
）

①
ア
聞
い
て
極
楽
見
て
地
獄

イ
聞
い
た
極
楽
見
て
地
獄

ウ
聞
い
て
地
獄
見
て
極
楽

②
ア
野
仏
の
土
遊
び

イ
石
仏
の
土
遊
び

ウ
土
仏
の
水
遊
び

③
ア
事
あ
る
時
は
仏
の
足
を
頂
く

イ
事
あ
る
時
は
仏
の
手
を
頂
く

ウ
事
あ
る
時
は
仏
の
衣
を
頂
く

④
ア
縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の

イ
縁
は
異
な
も
の
乙
な
も
の

ウ
縁
は
異
な
も
の
妙
な
も
の

昨
年
一
一
月
三
〇
日
、
副
住
職

に
長
女
が
誕
生
し
ま
し
た
。
名
前

は
「
清
礼
（
す
み
れ
）」
と
よ
み
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

12月31日除夜の鐘
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① 湯本 茂さん

② 大津洞口
③ ゴルフ、スキー、ト
レッキング
④ 四人の子ども（二男二
女）が無事成人を迎えられ
たことが嬉しいです。

今回も世話人さんをランダムでご紹介させて頂きます。

①名前②担当地区③趣味④人生で一番嬉しかった事

① 宮崎 広保さん

② 長野原
③ 錦鯉の飼育。30年前、10㎝位
の錦鯉を四匹購入、現在60㎝位ま
でに成長しました。鯉の寿命を調べ
てみましたところ100年だそうです。
④ 孫が5人になったこと。

第
三
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て櫻

井
留
巳
子

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
〇
日
、
体
育
の
日
第
三
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
の
風
と
草
木
に
囲
ま
れ
て
季
節
を
感
じ
な
が
ら

運
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
れ
ば
こ
そ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

光
栄
に
も
私
は
、
萩
原
昭
朗
さ
ん
、
雲
林
寺
ご
住
職
、
稲
田
優
プ
ロ
と
ご
一
緒
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
い
つ
も
で
す
と
、
グ
リ
ー
ン
周
り
で
ト
ッ
プ
に
シ
ャ
ン
ク
と
ス
コ

ア
を
崩
す
の
で
す
が
、
プ
ロ
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
陰
で
、
大
き
な
乱
れ
も
な

く
楽
し
い
ゴ
ル
フ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

運
動
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
く
中
、
年
の
隔
た
り
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
大
勢
で

ワ
イ
ワ
イ
と
ゴ
ル
フ
が
出
来
る
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
女
性
の
参
加
が
私
一
人
だ
け
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
女
性
の
参
加
者
も

増
え
て
い
く
と
よ
り
楽
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
ご
住
職
様
は
じ
め
、
檀
家
の
皆
様
と
親
睦
を
深
め
、
身
心
の
健
康
と

地
域
の
繋
が
り
を
保
っ
て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
一
日
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
位

櫻
井
明
徳
様

二
位

唐
沢
次
男
様

三
位

割
田
三
男
様

四
位

田
村
英
樹
様

五
位

竹
渕

勇
様

六
位

小
林
秀
喜
様

七
位

嶋
村
勝
治
様

八
位

渡
辺

作
様

九
位

櫻
井
守
夫
様

十
位

湯
本

茂
様

ベ
ス
グ
ロ櫻

井
明
徳
様

今
年
も
体
育
の
日
十
月

八
日

月
曜
日
（
祝
）
に
第

四
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

過
去
参
加
者
の
方
に
は
改
め

て
通
知
さ
せ
て
頂
く
予
定
で

す
。
皆
様
多
数
の
御
参
加
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
総
代
】

（
護
持
会
長
）

萩
原
昭
朗

（
副
会
長
）

櫻
井
芳
樹

（
会
計
）

長
谷
川
誠

山
口
次
夫

宮
崎
昭
央

野
口
敏
幸

田
村
守

黒
岩
元

櫻
井
輝
久

【
世
話
人
】

（
長
野
原
）

安
斉
た
け

市
川
儀
一

黒
岩
範
一

黒
岩
保
男

宮
崎
広
保

山
口
喜
正

湯
本
定
由

山
崎
つ
ね
男

（
大
津
）

浅
見
良
雄

市
村
由
紀
夫

小
林
喜
一
郎

櫻
井
敏
雄

塩
野
英
介

湯
本
茂

吉
澤
功

（
羽
根
尾
）

黒
岩
健
寿

櫻
井
守
夫

山
口
義
秋

（
与
喜
屋
）

萩
原
富
夫

（
横
壁
）

金
子
茂
雄

（
林
）

小
林
寛

篠
原
憲
一

篠
原
忠
秋

（
川
原
湯
）

豊
田
清

（
川
原
畑
）

野
口
良
平

（

北
軽
井
沢
）

青
木
博
文

新
井
晴
吉

荻
野
喜
平

太
田
正
夫

大
森
一
年

小
林
一
雄

清
水
忠
雄

清
水
素
彦

藤
田
亮

年頭のご挨拶
四日（水）～七日（土）のいずれかご挨拶に伺

います。

毎
年
お
配
り
す
る
「
曹
洞
宗
宝
暦
」
で
す
。

皆
様
「
出
世
」
や
「
無
事
」
が
仏
教
か
ら
出
た

言
葉
だ
と
ご
存
知
で
し
た
か
？
毎
月
の
コ
ラ

ム
「
言
葉
と
り
び
あ
」
コ
ー
ナ
ー
に
言
葉
の
由

来
等
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
他
、
年
回
早
見

表
や
年
中
行
事
、
生
活
の
た
め
に
な
る
教
え

や
情
報
が
多
数
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
ご
活
用
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群
馬
県
宗
務
所
主
催
の
第
五
十
四
回
梅
花
流
群
馬

県
奉
詠
大
会
が
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
開
会
式
に
続
き
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
慰

霊
法
要
が
行
わ
れ
参
加
者
全
員
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

人
達
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

登
壇
奉
詠
は
常
林
寺
講
、
無
量
院
講
と
雲
林
寺
講

の
三
講
合
同
で
今
年
の
テ
ー
マ
曲
で
あ
る
供
養
の
中

か
ら
報
恩
供
養
御
和
讃
、
御
詠
歌
で
す
。
三
講
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
一
名
の
方
が
詠
題
詠
頭
を
心

を
こ
め
て
お
唱
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
す
が
に

合
同
練
習
会
で
の
勉
強
の
か
い
あ
っ
て
好
評
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
講
員
共
々
良
い
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
春
雨
や
雷
蔵
師
匠

に
よ
る
落
語
実
演
で
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
笑
い
と

涙
で
時
の
経
過
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

今
年
の
大
会
も
皆
様
の
御
協
力
の
お
陰
で
無
事
に

終
わ
る
事
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

梅
花
流
た
よ
り

講員

募集中

雲
林
寺
で
は
毎
月
２
回
２
時
間
程
度
ご
詠
歌

（
梅
花
流
）
の
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
費
無

料
。
ご
詠
歌
は
、
ご
供
養
の
気
持
ち
を
心
温
ま

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
歌
い
ま
す
。
初
め
て

の
方
で
も
是
非
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

新
春
と
は
い
え
、
厳
し
い
寒
さ

が
続
い
て
ま
す
が
こ
の
「
寒
さ
」
の

時
ほ
ど
物
や
人
の
値
打
ち
が
よ
く

わ
か
る
、
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

「
歳
寒
（
さ
い
か
ん
）
の
松

柏
（
し
ょ
う
は
く
）
」
は
松
や

柏
が
冬
の
寒
さ
に
め
げ
ず
、
常
緑

を
堪
え
て
い
る
こ
と
を
、
立
派
な

人
は
逆
境
に
あ
っ
て
も
節
操
を
変

え
な
い
こ
と
に
た
と
え
ま
す
。

こ
の
寒
中
、
僧
や
信
徒
に
は
寒

念
仏
・
寒
参
り
・
寒
垢
離
等
の
修

行
が
あ
り
ま
す
。

僧
は
寒
中
に
の
ど
を
鍛
え
て
こ

そ
朗
々
と
し
た
声
で
お
経
を
読
み
、

寒
中
に
漉
か
れ
た
和
紙
は
丈
夫
で

す
。

「
寒
」
は
身
心
の
一
大
道
場
で
す
。

世
間
の
風
は
冷
た
く
吹
い
て
も
、

気
持
ち
は
負
け
ず
に
こ
の
一
年
を

励
み
た
い
も
の
で
す
ね
。

副
住
職

轟

省
吾

感
謝
録

市
川
三
男
様

境
内
の
参
道
や
石
段
を
い
つ
も
綺
麗
に

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

第
三
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で

は
沢
山
の
御
寄
附
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
一
萬
円

萩
原
昭
朗
様

山
口
次
夫
様

賞
品

櫻
井
芳
樹
様

櫻
井
輝
久
様

市
川
儀
一
様

吉
澤
建
設
様

田
村
石
油
様

も
り
亭

様

稲
田
優

様

長
野
原
新
聞
販
売
所

様

草
津
カ
ン
ト
リ
ー

様

劇
団
四
季
公
演
の
お
知
ら
せ

五
月
二
十
七
日
、
伊
勢
崎
市
文
化
会
館
に
て
、
副

住
職
が
副
会
長
を
務
め
る
群
馬
県
曹
洞
宗
青
年
会

主
催
に
よ
る
、
群
馬
県
曹
洞
宗
青
年
会
創
立
５
０

周
年
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
公
演
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
対
し
売
り
上
げ
金
を
全
額
、
支
援
金
と
し

て
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

演
目
は
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め
る
内
容

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）
で
三
月
頃
決
定
す

る
予
定
で
す
。
大
変
お
求
め
や
す
い
価
格
で
販
売

致
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
当
山
又
は

副
住
職
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力

現
代
に
は
、
子
供
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
、
D
V
D
、
ビ
デ
オ
、
ゲ
ー
ム
、
映

画
、
雑
誌
、
絵
本
、
C
D
・
・
・
・
・
。

子
供
た
ち
は
、
お
と
ぎ
話
や
音
楽
や
芸
術
に
、
一
見
触

れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
で
も
、
そ
こ
に
リ
ア

ル
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
画
面
の
向
こ
う
、
ゲ
ー
ム
の
中
、
音

だ
け
の
世
界
、
と
い
う
よ
う
に
実
際
に
そ
れ
ら
を
人
間
が

作
り
出
し
た
、
と
い
う
実
感
が
希
薄
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。

生
の
ス
テ
ー
ジ
に
触
れ
さ
せ
よ
う
と
、
子
供
た
ち
を
大
人

年
の
初
め
に
、
年
忌
法
要
を
営
む
仏
様
が
い
る
か
家

族
で
ご
確
認
下
さ
い
。
法
事
を
週
末
に
営
む
人
が
多
い

の
で
、
お
寺
で
も
週
末
に
法
事
が
集
中
致
し
ま
す
。

週
末
に
営
む
場
合
は
、
で
き
れ
ば
命
日
よ
り
早
め
の

日
に
行
う
の
が
慣
わ
し
で
す
。

同
じ
年
に
法
要
が
重
な
っ
た
場
合
、
ま
と
め
て
行
っ

て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
要
を
行
う
日
は
、
あ

と
に
亡
く
な
っ
た
故
人
の
命
日
に
あ
わ
せ
ま
す
。

年回法要のお知らせ
平成24年法事早見表

年回 死去年
１周忌 平成２３年（２０１１）
３回忌 平成２２年（２０１０）
７回忌 平成１８年（２００６）
１３回忌 平成１２年（２０００）
１７回忌 平成 ８年（１９９６）
２３回忌 平成 ２年（１９９０）
２７回忌 昭和６１年（１９８６）
３３回忌 昭和５５年（１９８０）

向
け
の
演
劇
や
コ
ン
サ
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
連

れ
出
し
て
も
、
子
供
は
退
屈
な
だ
け
で
す
。
そ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
が
、
大
人
を
対
象
に
し
て
い
る
の
で
す
か

ら
当
然
で
す
ね
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
だ
っ
た
ら
、
な
ん
で
も
い
い
の
か

と
い
う
と
、
子
供
と
大
人
が
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う

な
も
の
を
探
す
の
は
実
は
困
難
で
す
。

「
大
人
向
け
」
「
子
供
向
け
」
と
い
う
境
界
線
が
ハ
ッ

キ
リ
し
す
ぎ
て
い
て
、
双
方
が
楽
し
め
る
タ
イ
プ
の

舞
台
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
劇
団
四
季
で
し
た
。

劇
団
四
季
は
３
０
年
以
上
も
前
か
ら
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
と
い
う
大
人
も
子
供
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
タ
イ
プ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り

出
し
、
公
演
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
上
質
な
ス
テ
ー
ジ
を
小
さ
な
頃
か
ら
見

て
い
る
子
供
は
、
感
性
も
豊
か
に
な
り
、
親
子
一
緒
の

舞
台
を
楽
し
み
、
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
親
子
の

絆
も
深
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う
新
し
い
分
野

を
築
き
上
げ
て
き
た
劇
団
四
季
の
作
品
は
ど
れ
も
上

質
で
、
一
度
見
る
と
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
に
も
、
ど
ん
ど
ん
こ
の
よ
う
な
感
動
を

体
験
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

←
十
一
月
十
日

県
大
会
前
合
同
練

習
会

↑
十
一
月
二
十
四

日
群
馬
県
大
会

①
ア

人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
話

と
、
実
際
に
見
た
も
の
と
が
、
ま

る
っ
き
り
違
う
こ
と
の
た
と
え
。

②
ウ

土
仏
が
水
に
溶
け
て
崩

れ
て
し
ま
う
事
か
ら
自
分
で
身

の
破
滅
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
。

③
ア

普
段
は
不
信
心
の
者
も
、

急
な
難
事
が
あ
る
と
、
仏
の
足

元
に
ひ
れ
伏
し
て
助
け
を
求
め

る
。

④
ア

男
女
の
縁
は
ど
の
よ
う

に
し
て
結
ば
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
、
不
思
議
で
お
も
し
ろ

い
。
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